
＜建設業経理士 1級（原価計算）ミニテスト 3＞労務費 

 

次の資料に基づいて仕訳を行いなさい。なお、使用勘定科目は下記の通りとする。 

賃金、未払賃金、預り金、賃率差異、未成工事支出金、工事間接費、現金 

 

＜資料＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①予定平均賃率は 2,400円である 

②時間外勤務のうち 2時間は現場共通作業時間である。また時間外勤務時間については、定

時内作業の 25％増しの賃金が支給される。 

③5月末の未払賃金勘定残高は 114,800円である 

 

 科目 金額 科目 金額 

①支払時  

 

 

   

②予定配賦時  

 

 

   

③差異計上時  

 

 

   

 

給与明細書（対象期間：4/21～5/20） 

基本給 500,000 円  源泉所得税 73,640 円 

          社会保険料 55,840 円 

差引支給額 370,520 円 

作業日報集計表（対象期間：5/1～5/末） 

   直接作業時間    現場共通作業時間 

合計    180 時間        20 時間 

勤怠管理票（対象期間：5/1～5/末） 

定時勤務→（5/1～20） 150 時間 （5/21～5/末）45 時間 

時間外勤務            （5/21,27）  5 時間 



＜解説＞ 

 

 科目 金額 科目 金額 

①支払時 賃金 

 

 

500,000 預り金 

現金 

129,480 

370,520 

②予定配賦時 未成工事支出金 

工事間接費 

 

433,800 

49,200 

賃金 483,000 

③差異計上時 賃率差異 

 

 

25,200 賃金 25,200 

 

予定配賦額 

 

 200時間（内訳：定時 195、時間外 5） 

  

＜定時＞ 

 直接→＠2,400×180＝432,000 

共通→＠2,400×20＝48,000 

＜時間外＞加算は 25％→600円 

直接→＠600×3＝1,800 

共通→＠600×2＝1,200 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予定配賦額 483,000－実際額 508,200＝25,500（不利差異） 

 

 

  

実際支払額 

500,000 

差額（実際） 

508,200 円 

当月未払（予定） 

＠2,400×45h＝108,000 

＠.3,000×5h＝15,000 

合計 123,000 円 

前月未払額 

114,800 



 


